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我が国初めての民間操縦士第1号の『白戸築之助氏』 (188&-1938) 
の功績を讃え、鳴海町長、白戸氏の兄の孫にあたる白戸せい子さん 

（五所川原市在住）ら関係者によって、顕彰の碑の除幕式が南新町

のつかさ寿し前駐車場で行われました。 

除幕式終了後、白戸策之助研究会会長の久保泰太郎さんは「日本

航空界に多くの功績を残した白戸策之助氏の足跡をたどり、白戸氏

をもっともっと知っていただきたい。観光の目玉にしたい」と抱負

を述べていました。また、白戸せい子さんは「感無量です。このよ

うな立派な碑を建ててくださり、ありがとうございます」と感謝の
ことばを話していました。 

碑は、町特産のヒバ材（梶浦製材業寄贈）で、揮竜は県航空協会

会長の大柳繁造氏によるものです。白戸策之助氏が操縦した飛行機

の模型（下津力さん寄贈）は、交流プラザ内（金木駅）や津軽三味

線会館内に展示されています。 

民間操縦士第1号時に操縦した 
『奈良原式4 号鳳号』（模型縮尺1/20) 

大正8年、金木上空を飛んだ 
『白戸式旭号』（模型縮尺1/20) 

戸楽j之瓦力生誕j之地．1o月31日、関係者による除幕式が 



国庫支出金 6.2% 
305,786千円 

その他 18.2% 
868,005千円 公債費 20.0% 

954,734千円 ユーI 
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農林水産業費 6.2% 
297,733千円 

教育費 7.6% 
363,413千円 衛生費 13.5% 

642,032千円 

総務費 14.1% 
673,377千円 

日日 

見 47億791J772 

土木費 5.1% 
242,403千円 

民生費 15.3% 
730,070千円 

4 億⑥c3巧〕か勇 

町 税 13.3% 
649,864千円 

町 債 12.2% 
599,300千円 

繰入金 5.5 ％ 	県支出金 4.5% 
269,996千円 	219,249千円 

使用料及び手数料 
2.7% 133,652千円 

その他 8.5% 
415,499千円 

~ 

地方交付税 47.1% 
2,309,801千円 
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（平成'5年度決算報告 

＜二13.1競畿藻芋戻算争，“ 
9 月に開かれた定例議会で、平J戎16年度の一般会計と特別会計の各E央算が認定さ

れました。 

一般会計決算二額は、歳ノ、総額-'49億0,314万7,079円（対前年度比1. 16%う威）、 

歳出総額が47億7,176万6, 942円（対前年度比1.91％減）となっています。,. 

単純に差引いた形式収支の 1億3, 138万0, 137円から、繰越明許費17万8,000円 

を差弓~いた実質川又支【よ1億3, 12〇万2,137円の黒字で、 この内、 9, 120万2,137円 

を財i攻調整基金へ積 LLし、4,000万一円を翌年度へ繰越しとなりました。ーγニノノ；ー 

皆さんから頂いた税金や国からの地方文1寸税の使 いみち等のあらましをお知らせし 

広瓶か倉ぎ『鯵 71J 外  
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主 1箇歳出 @）盛〕且思 

17,000 
4,000 
5,910 

22.033 
19,433 

134,086 
7,560 
4,830 

県信」旧騎征協会（近代化資金） 
商工会助成金 
桜まつり助成金 
芦野公園管理費 
津軽三昧線会館管理費 
交流プラザ建築 I.事費 
交流プラザ設計・監理費 
既設駅舎解体撤去 L事費 

◆そ の 他 

易り 貿 経国EJに目思 

区 	分 
平成巧年度 平成14年度 

増 減 
決算額（千円） 決算額（千円〕 

人 	件 	費 1,270,504 1,297,898 △ 27,394 
物 	件 	費 435,541 501,722 △ 66,181 
維 持 補 修 費 72,965 86,779 △ 13,814 
扶 助 的 経 費 257,264 147,213 110,051 
補 助 的 経 費 790,228 870,058 t 	79,830 
内
訳
 

一部事務組合に対するもの 363,332 414,977 △ 51,645 
そ 	の 	他 426, 896 455,081 L. 28, 185 

公t 責費 954, 734 928, 973 25,761 

内
訳 

元
 
利
 
償
 
還
 
金
 

954,521 928,731 25,790 
一時借入金利子 213 242 z 	29 

積 	立 	金 65,142 44,396 20,746 
投資、出資金、貸付金 24,590 24,580 10 
繰 	出 	金 362, 166 334, 722 27,444 
投 資 的 経 費 538,633 628, 148 △ 89,515 

内 
訳 

普
通
建
設
事
業
費
 

419,314 579,461 L160, 147 

内

訳 

補
助
事
業
費
 

16,380 96,024 L 79,644 
単独事業費 390, 084 474,645 L 	84,561 
県営事業費 12,850 8,792 4,058 

災害復~日事業費 119,319 48,687 70,632 
歳 	出 	合 	計 4,771,767 4,864,489 △ 92,722 
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（単位】千円） 

181人当たりの金額は、平成16年 
3月31日現在の町の人口l1,628 
人で割ったものです。 

区 	分 収入済額 収入未済額 

町 民 税 217,294 17, 184 

固定資産税 323, 547 67, 102 

軽自動車税 21, 111 1,029 

町たばこ税 87,912 0 

特別土地保育税 

計 649, 864 85,315 

田］ 

町たばこ税 7.560円 
．~ 

軽自動車税 1,816円 

固定資産税 27,825円 

町 民 税 18,687円 
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、～
~~ 

、～～、 その他 74,648円 一~ 

、～～ーー一』埜墜旦 25,605田ーーーーノ 

媛達笠 31 .253 P120,847 P1 

、、～～、 民生費 畝，786円 ーー」ノ 

竺竺竺旦ー~ 

鴛 57、910P1Vt 82,1o6R:: 

161人当たりの金額は、平成16年3月31日現在の町の人口 

IIb28入で湖ったものです。 	 J 
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国 民 健 康 保 険 
歳 	入 1,354,091, 796R 
歳 	出 1, 267, 701, 529R 

老 	人 	保 	健 
歳 	入 1, 120,740, 607Fq 
歳 	出 1, 125,606, 816R 

※差引不足額4,866,209円は、鴛 l年度歳入繰上充月 月金で補填。 

農業集落排水事業 
歳 	入 100, 325, 300R 
歳 	出 100, 325, 300円 

介 	護 	保 	険 
歳 	入 956,492, 912R 
歳 	出 953, 153, 071R 

水 	道 	事 	業 

収益的収入 286, 172, 277R 
収益的支出 269, 545, 469R 
資本的収入 0円 

資本的支出 194,676, 230R 
※資本的収支差引不足額194,676, 230円は、過年度損益勘定保留資金で補填。 

11 町民 

し 

◆総務費・消防費 

地方バス路線維持補助金 8,605 
市町村合併対策費 26,407 
地籍調査事業委託費 3,934 
賦課徴収費 15,412 
行政電算処理委託料 7,198 
III喜良ill小跡地駐「ド場整備工事費 5,670 
常備Iil升りj費 283,792 
I削坊施設費 29,728 

介護保険事業費 146.625 
中央老人稿祉センター管理運営委託料 10.997 
児童措置費 31,693 
予防費 6,127 
老人l剰金事業費 19 ,495 
老人保険事務費 66 ,473 
西北五環境整備事務組合負担金 62 ,090 
公立金木病院組合負担金 198 ,563 

◆農林水産業費 
適地適作推進事業補助金 	 9.0 17 
水稲種子確保対策’ド業補助金 	 3,658 
あおもり施設農業拡人対策’ド業補助金 7,874 
あおもり 「冬の農業」施設整備 	4,411 
転作中核集団育成対策費補助金 	3,126 
転作作物振興対策費補助金 	 5,239 
生産調整協力奨励券交付事業費 	11,053 

◆商 工 費 

◆土 木 費 

広域農道防雪棚設置収納 1 '16費 	9,250 
県営ふるさと農道緊急整備‘ド業負担金 12,500 
道路舗装改び側溝等整備工！ド費 24.975 
防雪対策費 80,409 
建物解休 I 'jc費 17,640 

◆教 	育 	費 
金木小学校管理費 40,303 
川倉小学校管理費 12.027 
嘉瀬小学校管理費 22.613 
喜良市小学校管理費 19.683 
金木中学校管理費 33,784 
金木南巾学校管理費 30,138 
公民館費 41.766 
大宰治記念館管理運営費 19,889 
海洋センター管理運営費 8,042 
農業者トレーニングセンター管理費 5.522 
体育施設費 4,117 

農林水産業施設災害復旧費 32 ,288 
道路災害復旧費 65 ,355 
河川等災害復旧費 14 .596 

広報カ’鷹ぎra卿●層骨 
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加
藤
 
磐
議
員
 

＠
保
育
所
の
統
廃
合
と
川
倉
小
学
校
の利
用
に
つ

い
て
 

「
現在
の
計
画
では
、
四
つ
の
保
育所
の
老
朽

化
に
伴
い
、川
倉
小
に移
転
す
る
こ
と
を基
本
に

事
業
が進
ん
で
い
る
わ
けで
す
が
、川
倉
小
の利

用
と
保
育
所
の
統
廃
合
は
別
個
のも
の
と
して
、
 

見
直
す
考
え
はな
い
か
。」
「
保
育所
以
外
に
どう

い
つ
も
の
に
使え
る
の
か
。
適
合
する
も
のと
し

て
、
他
に
あ
った
は
ず
、検
討
さ
れた
の
か
。」
 

「
現
在
の
保
育
所
を
金
木
、

ニ
つ
の
も
の
をー
つ
、
 

そ
し
て
嘉
瀬
、喜
良
市
をそ
れ
ぞれ
残
すこ
と
を

前
提
にし
た
場
合
の
工
事費
の
計
算
は
。」
 

【
答
弁】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
四
つ
の
保
育
所
は
大分
老
朽
化
が激
し
く
、
 

特
に
も
み
じ湯
の
所
は
雨
漏
り
や
土
台
、嘉
瀬
保

育
所
は
バ
ス
も
入
って
い
け
な
い
、駐
車
場
もな

い
と
いう
こ
と
で
、何
と
か
四
つ
を
統合
し
て
、
 

警
察
付
近
に建
て
れ
ばい
い
の
か
。い
ろ
ん
徐
話

が
あ
り
、今
ま
で検
討
し
、全
員
協
議会
議
員
全

員
の
一致
を
みて
、
学
区
民
説
明
会
、ア
ン
ケ
ー
 

ト
調
査
後
、県
へ
申請
レ
、来
年
認
可
がく
る
よ
 

ーつ
であ
り
、今
ま
で
話
レ
合
っ
て
何
回
も
煮
詰
め

た
結
果
で
あり
ま
す
の
で
、私
は
、こ
れ
を
あえ

て
今
やめ
る
と
いう
こ
とは
毛
頭
考
え
て
いま
せ

ん
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
健
康
福
祉
課
長
 

「
営利
を
目
的
と
し
た
、又
は
利
益
を
あ
げる

場
合
を
除く
、
保
育
所
な
ど
を
は
じめ
と
する
児

童
福
祉
施
設
や老
人
デイ
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
及

び
特
別
養
護老
人
ホ
ーム
等
の
老
人福
祉
施
設
い

わ
ゆ
る
社
会
福
祉
施
設
等
が
該
当
す
る
。
そ
れ
以

外
に
公
民
館
、図
書
館
、博
物
館な
ど
も
入
る
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
健
康福
祉
課
長
 

「
個々
の
保
育
所
を例
え
ば
ー
と
二
を
統合
す

る
と
か
、三
と
四
を
統
合
す
る
と
か
、
そ
れ
に対

し
て
の
試
算
と
いう
の
は
一
切
し
た
こ
と
は
あり
 
 

ま
せ
ん
。」
 

⑨
合
併
によ
っ
て
金
木
病
院
あ
る
い
は
消
防
の
機

能
は
どう
強
化
さ
れ
る
の
か
 

「
ニ
町
で
運営
し
て
き
た
病
院
ある
い
は
消
防

組
合
を
どの
よ
う
に
再
編
レて
五
所
川
原
と
合
併

し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、負
担
金
は
多く
な
る
の

で
は
な
い
か己
 

憲
中
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
今合
併
した
か
らと
い
っ
て
金
木病
院
がな

く
む
る
と
か
、今
の
現
状
をさ
ら
に
悪
＜
す
る
と

い
つ
こ
と
でな
く
し
て
、
現
状
を
で
きる
限
り維

持
し
て
い
きた
い
。私
は
で
きる
な
らば
一
年
か

ニ
年
延
長
し
て
、新
し
い市
長
、新
し
い
町
長
が

決
ま
った
ら
双
方
で
決
め
て
い
た
だけ
た
ら
円
満

に
行
く
の
で
はな
い
かと
い
う
認
識
をも
っ
て
お

り
ま
す
。皆
さ
ん
の
話
を聞
き
な
が
ら
一
番
い
い

方
法
で頑
張
りた
い
と
思
って
い
ま
す
己
 

「
五所
川
原と
合
併
した
場
合
は
、板
柳
も
鶴

田
も
中
里も
小
泊
も
入
って
消
防
一
部
事
務
組
合

を
つ
く
っ
て
く
れ
た
ら
、私
は
一番
経
費
の
節
減

に
な
っ
て
合
併
の
メ
リ
ッ
トも
あ
る
と
思
い
ます

が
現
実
は難
し
い
。」
 

＠
ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
有
償
化
につ
い
て
 

「
斜
陽
館
の持
つ
意
義
ある
い
は由
来
を積
極

的
に
町か
ら
発
信
す
る
よ
う
な
、
こ
う
いう
仕
組

み
が
で
きた
こ
と
に
対
し
て
は
、
誠
に
あり
が
た

く
感
謝
し
て
お
る
わ
け
で
あり
ま
す
が
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
は
いえ
、
案
内
する
接
遇
や知
識
を
一
一

十
分
か
ら
ニ
十
五
分
での
限
られ
た
観
光
客
の
時

問
の
中
に食
い
込
ん
でア
ピ
ー
ル
レて
い
く
た
め

に
、
そ
の
技
術
向
上
さ
せ
る
た
め
にも
積
極
的
に

予
算
を
投入
レ
て
行
く
べ
き
だと
思
いま
す
が
、
 

そ
の
点
につ
い
て
お
考
え
を
聞
かせ
い
た
だ
きた

い
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
教
育
長
 

「
今
後
の
課題
と
し
て
は
、や
は
り
長
期
的
に

継
続
的
に
やる
た
め
に
は
、有
償
化
の方
向
で
進

め
な
い
と
無
理
が出
て
く
る
よう
で
す
。
町
長
の

ご
理
解
を
賜
りな
が
ら
、
財
政
と
交
渉
し
有
償
化

を
検
討
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
りま
す
。た

だ
、
有
償
額
を
幾
ら
に
す
る
の
か
、時
間
を
ど
う

す
る
の
か
。他
の
ガ
イ
ド
は
ど
の
く
ら
い
支
払
っ

て
い
る
の
か
。今
調
査
中
で
あ
りま
す
。そ
の
反

面
、
有
償
化に
な
る
と
そ
れ
が
強制
的
にな
っ
て

拘
束
さ
れる
の
は
・
・
と
い
う
方
も
い
ま
す
の
で
、
 
 そ

れ
ら
意
見
も
十
分含
め
な
が
ら
長
期
的
に継
続

し
、
自
信
をも
っ
て
や
れ
る
よ
う
に
努
め
た
い
。」
 

一
伊
藤
永
慈
議
員
 

＠
合
併
協
議
会
の
第
一
小
委
員
会
、

第
ニ
小
委員

会
の
協
議
事
項
に
つ
いて
 

「
第
一小
委
員
会
につ
い
て
は
、い
ろ
い
ろ
な

情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
けれ
ど
も
、
第
ニ
小

委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、議
論
も
公
開
もさ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。金
木
町
長
期
計
画
を

み
ま
す
と
余
り
に
も
大ま
か
過
ぎ
、具
体
性
がな

い
よ
う
な
感
じ
がす
る
。
や
は
り
、地
域
審
議
会

な
ど
を
早
く
制
定
し
、私
た
ち
を
踏
ま
えた
議
論

や
各
セ
ク
シ
ョン
、
専
門
知
識
を持
っ
て
い
る
方

な
ど
の
議
論
が必
要
な
の
では
な
い
か
。」
 

【
答弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
伊
藤議
員
の
ご指
摘
は
も
っと
も
だ
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
具
体性
に
か
けて
い
る
点
も
あ
り

ま
す
の
で
、よ
い
金
木
町を
つ
く
る
た
め
には
議

論
し
、金
木
町
が
どう
す
る
べ
きか
検
討
する
余

地
が
あ
る
と
思
いま
す
。こ
れ
か
ら皆
さ
ん
と
相

談
し
、
検
討
して
み
ま
す
の
でよ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」
 

【
答弁
】
 

◆
合
併
対
策
室
長
 

「
第
一
小
委
員
会
は
、
新
市
の名
称
、事
務
所

の
位
置
そ
し
て
、
特
別
職
の身
分
、機
能
及
び組

織
、
地
域
審
議
会
、地
域
自
治
区
、農
業
委
員会

委
員
、
議
会
議
員
の任
期
及
び
定
数
な
ど
の
取
扱

で
ご
ざ
い
ま
す
。又
、
こ
れ
以
外
に
各種
委
員
会

等
を
含
めて
十
一
項目
が
第
一
小
委
員
会
に
付
託

さ
れ
て
お
りま
す
。第
ニ
小
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
 

新
市
計
画
の
項目
だ
け
の
審
議
で
、新
市
建
設計

画
の
中
に
掲
載す
る
」
雨
町
村
の
主
要
事
業
、
こ

れ
に
つ
いて
ど
う
い
う
方
法
で掲
載
する
の
か
、
 

ど
の
よ
う
に反
映
さ
せ
て
いく
の
か
こ
れ
か
ら審

議
す
る
こ
と
にな
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。」
 

＠
法
定
協
の期
限
に
つ
い
て
 

「
支援
プ
ラ
ン
ー
年
延長
に
よ
って
特
別
交
付

税
な
ど
の
各
支
援
が来
年
三月
に
合
併
する
の
と

変
わ
る
こ
とな
く
一
年
延長
す
る
の
か
お
尋ね
い

た
レ
ま
す
。」
 

【
答弁
】
 

◆
合
併
対
策
室
長
 

「
来
年
の
「
百
三
十
一
日
ま
で
に合
併
協
議
を

終
え
、
県
知
事
に対
し
て合
併
申請
を
し
て
、な
 
 

お
か
つ
十ハ
年
三月
三
十
一日
ま
でに
合
併
した

場
合
は
、い
ろ
い
ろ
な
財
政
支
援
措置
が
受
け
ら

れ
る
内
容
で
、特
別
交
付
税
、国
の
補
助
金
、県

の
補
助
金
合
わせ
て
三
市
町村
十
五億
三
千
万
円

ほ
ど
に
な
リ
ま
す
。国
・
県
の
予算
協
議
が
済
め

ば
そ
の
結
果
が反
映
さ
れる
と
いコ
」
と
で
、今

現
在
は
不
透
明
な
状
況に
あ
り
ま
す
己
 

外
崎
 
茂
議
員
 

⑥
芦
野
団
地
東
地
区の
消
火
栓
設
置
につ
い
て
 

「
先般
、
当
地
区
で火
事
があ
り
、
消
失
栓
が

な
く
、
踏
切
を
渡
り
、工
藤
木
工所
前
の
消
火
栓

を
使
用
した
と
の
こ
と
です
。
列
車
も
通
り
、非

常
に
危険
を
伴い
ま
す
。東
地
区
に
消
火
栓
の設

置
を
お
願
い
し
た
い
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
消
火
栓
整
備
は
、
町
民
の財
産
と
命
を
守る
、
 

な
く
て
はな
ら
な
い
施
設
です
の
で
、担
当
課
と

話
し
な
が
ら
、そ
の
機
能
を
果た
す
よ
う
な
消
火

栓
を
前
向
きに
検
討
して
い
きた
い
。」
 

＠
高
流
道
踏切
に
つ
い
て
 

「
高
流道
踏
切
は
非
常
に狭
く
、
車
一
台
通る

の
が
精
い
っぱ
い
で
あり
ま
す
。小
・
中
・
高
の

通
学
路
でも
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
拡
張
工
事
をお
願

い
し
た
い
。ま
た
、こ
れ
ま
で
の
経
過
や経
緯
と

今
後
の計
画
を
お知
ら
せ
願
い
た
い
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
私も
あ
そ
こ
を
歩く
た
びに
狭
い
な
あ
。花

見
時
は
車
が渋
滞
し
て
、何
と
かな
ら
な
い
かな

あ
と
思
い
、津
軽
鉄
道
と
折衝
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。聞
＜
と
ころ
に
よ
り
ま
す
と
、
踏
切
交
差

点
の
角
度
が
四
十
五
度
以
上な
け
れば
い
け
な
い
。
 

ま
た
、三
十
メ
ー
トル
の
直
線
がな
け
れ
ば
い
け

な
い
。と
非
常
に
厳
し
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。私

も
気
に
む
っ
て
お
り
ま
すの
で
協
力
で
きる
も
の

な
ら
ば
、協
力
す
る
人
を
探
して
、
常
任
委
員会

等
で
前
向
き
に検
討
レた
い
。」
 

【
答弁
】
 

◆
水
道
課
長
 

「
昭
和
五
十
一
年
に
国
の

補
助
事業
で
踏
切
道

の
改
良
も
入
って
い
た
わ
け
です
。
補
助
金
の額

も
決
定な
り
ま
して
交
渉
した
わ
け
で
す
が
、そ

の
時
の
報
告
書
を
見
ま
す
と
、」
天
の
方
が
用
地

交
渉
に応
じ
な
か
った
。
そ
れ
で補
助
金
を返
還

し
て
いる
経
緯
が
ご
ざい
ま
す
。ま
た
、
平
成
三
 
 

年
に
入
リ
ま
し
て
、起
債
事
業
でこ
の
路
線
の
改

良
計
画
があ
り
ま
レ
て
、
測
量
ぐ
い
を
打
った
と

き
、
用
地
交
渉
の同
意
を
得
られ
な
か
った
経
緯

も
ご
ざい
ま
す己
 

⑨
芦
野
団
地
田
村
邸
と
坂
本
邸
の
間
の道
路
に
つ

い
て
 

「
田村
邸
と
坂
本
邸の
問
が
道
路
舗装
に
な
っ

て
い
な
い
。拡
張
工
事
の
予
定は
な
い
の
か
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
鳴
海町
長
 

「
で
きれ
ば
合
併
前
に道
路
の拡
幅
を
して
舗

装
し
た
い
。常
任
委
員会
等
で前
向
きに
検
討
し

た
い
。」
 

＠
合
併
後
の
職
員
定
数に
つ
いて

r合
併
後
「
斥
間
は職
員
の
新
採用
を
見
送
り
、
 

職
員
を
五
十人
削
減
して
四
百
八
十人
と
し
、合

わ
せ
て
〇五
年
度
か
ら〇
七
年
度
ま
では
、
定
年

退
職
者
の
補
充
もし
な
い
と
あ
り
ま
し
た
が
、〇

五
年
度
か
らO
八
年
度
の
四年
間
に新
規
採用
三

人
以
内
、〇
九
年
度
で四
十
八
にす
る
と
あり
ま

す
が
、ど
の
よ
う
な
経緯
と
経
過
で変
更
に
な
っ

た
の
か
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
合
併
対
策
室
長
 

「
小
委
員会
の
委
員の
方
か
ら
、合
併
後
三
年

間
職
員
採用
が
な
け
れ
ば
、職
員
の
間
に
断層
が

で
き
、事
務
事
業
の遂
行
や
行政
サ
ー
ピス
の
低

下
等
が懸
念
さ
れ
る
な
ど困
難
な
状
況
にな
り
、
 

人
事
上
問題
に
な
る
。
財
政
推
計
条
件
を緩
和
し

て
は
どう
か
と
い
之」
意
見
、職
員
採用
を
控
え

る
よ
りも
、
収
入
役
の
未
設
置
、常
勤
監
査
委
員

を
非
常
勤
化す
る
と
か
、そ
う
いう
こ
と
の着
手

が
先
で
は
谷
い
かと
い
う
意
見
が出
さ
れ
ま
し
の

で
、
委
員
会
の
中
で協
議
し
た結
果
、ニ
十
年
度

ま
で
の
四
年
間
は
、職
員
採
用
上
限
を
三
人
とす

る
な
ど財
政
計
画
条
件を
緩
和
レた
と
い
う
こ
と

で
す
。職
員
採用
を
助長
す
る
と
か
とい
う
こ
と

は
一
切
ござ
い
ま
せ
ん
の
で
ご理
解
を
いた
だ
き

た
い
。」
 

＠
合
併
後
の財
政
見
通
しと
税
金
の
推
移
につ
い

て
 

【
答
弁
】
 

◆
合
併対
策
室
長
 

「
借
金
の
ピー
ク
が平
成
ニ
十
ニ年
で
ご
ざい

ま
す
の
で
、こ
の
前
後
が
財
政
的
には
非
常
に
厳

し
い
内
容と
な
って
ご
ざ
い
ま
す
。基
金
等
の取

崩
し
を
行
い
な
が
ら
，収
支
の均
衡
を図
る
と
い
 

(
 



露緩溺 

協定書に署名する三市町村長 

へ
 

一
 

一
 

一っ
見
通
し
です
。
ニ
十
四
年
以
降
につ
い
て
は
、
 

合
併
に
よ
る
削
減
効
果
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
て
好
転

す
る
と
思
わ
れま
す
。
あ
く
ま
で
も
財
政
見
直
し

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、国
の
制
度
改
革
ある
い
は

景
気
の
動
向
等
に
よ
って
左
右
さ
れ
る
こ
と
が十

分
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご理
解
を
お願
い
し
た
い
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
税
務
課
長
 

「
確
定
では
あ
り
ま
せ
ん
が
町
民
税
は
、五
所

川
原
、
金
木
、
市
浦
と
も
に
税
率
、
均
等
割
と
も

同
じ
で
す
。
法
人
税
の均
等
割
は
、若
干
五
所
川

原
の
方
が
高
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
段
階
で
は
、
 

ニ
、
」
犀
後
不
均
一
課
税
、い
わ
ゆ
る
金
木
は
金

木
な
り
の
課
税
を
し
て
いく
予
定
です
。
固
定
資

産
税
は
、
五
所
川
原
市
の方
が
若
干
高
う
ご
ざ
い

ま
す
。
税
率
に
い
た
し
ま
す
と
、
金
木
・
市
浦
が

百
分
の
一
・
四
、五
所
川
原
が百
分
の
一
・六
で

す
。
こ
れ
も
不
均
一
課
税
やる
方
向
で
動
い
て
い

ま
す
。」
 

回
合
併
によ
る
メ
リ
ツ
トと
デ
メ
リ
ッ
トに
つ
い

て
 

「
新
合併
に
よ
る
メ
リ
ツ
ト
デ
メ
リ
ツ
トを
お

知
ら
せ
願
い
た
い
」
 

【
答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「メ
リ
ツ
トと
い
い
ま
す
と
、
私
は
第
一
に
、
 

こ
れ
か
ら市
に
昇
格
す
る
。
こ
れ
が
一
番う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
職
、
議
員
、
職

員
の
削
減
によ
っ
て
行
財
政
の
効率
化
が
大
い
に

喜
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思い
ま
す
。
デ
メ
リ

ツ
ト
は
、
行
政
の
面
積
が
広く
な
り
、行
政
サ
ー
 

ピ
ス
の
低
下
や
文
化
・
芸
能
がそ
の
ま
ま
継
続
で

き
る
か
、
そ
う
い
う
点
を
危
慣
し
てお
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
らの
地
域
審
議
会
等
で十
分
審
議
し
て
、
 

町
の
い
い面
を
残
し
て
い
きた
い
。」
 

＠
政
府
によ
る
合
併
支
援
プラ
ン
の
一
年
延
長
に

つ
い
て
 

「
合併
支
援
プ
ラ
ン
が
一
年
延
長
にな
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
の感
想
は
。」
 

【
答
弁】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
国の
補
助
金
等も
含
め
た
支
援
プ
ラ
ンを
一

年
延
長
すべ
き
で
あ
る
な
あ
と
残
念
に
思
っ
て
い

る
。」
 

一秋
元
洋
子
議
員
 

⑥
金
木
駅
舎
につ
い
て
 

「
交m少

ラ
ザ
の
使
用
状
況
と
清
掃
は
どの
よ
 

ー
つ
にな
っ
て
い
ま
す
か
。苦
情
は
な
い
で
す
か
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
苦
情
は
、や
は
り
避
けな
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
の
で
、
町
で
も
委
託
して
い
る
以
上
は
余
りロ

出
し
を
し
た
く
な
い
わ
け
で
あ
りま
す
け
れ
ど
も
、
 

あ
ま
り
頻
繁
に
苦
情
が
あ
る
の
で
あ
っ
た
ら
、
お

話
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
でよ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
企
画
観
光
課
長
 

「利
用
状
況
で
ござ
い
ま
す
が
、
今
年
一
月
か

ら
今
ま
で
の
利
用
状
況
は
、メ
ロ
ス
坂
商
店
会
が

三
回
、
商
工
会
青
年
部
が一
回
、南
新
町
老
人
ク

ラ
プ
が
一
回
、交
通
安
全
協
会
金
木
支
部
が一回
、
 

南
新
町
町
内会
が
十
回
の
計
十
六
回
と
な
っ
て
ご

ざ
い
ま
す
。
清
掃
関
係
は
、
時
問
を
決
めて
清
掃

し
て
い
る
わ
け
では
な
く
随
時
、見
回
り
を
し
て
、
 

汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
は
適
宜
清
掃
し
て
いる
と
い
 

ー
つ
こと
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
 

＠
総
合
保
育
所
の
件
につ
い
て
 

「川
倉
小
学
校
が
木
造
と
いう
事
で
、防
火
対

策
と
消
防
設備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
保
育所
に
使
用
し
た
場
合
は
、建
築
基
準
法

か
ら
、
例
え
ば
一
階
の部
分
で
あ
って
も
壁
と
か

天
井
は
す
べ
て
準
耐
火
構
造
にし
な
け
れ
ば
な
ら

谷
い
基
準
が
ござ
い
ま
す
の
で
、そ
れ
に
の
っと

っ
て
基
本
設
計
を
積
算
し
て
いる
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
健
康
福
祉
課
長
 

「
現
在
、川
倉
小
学校
防
火
扉
は
、体
育
館
の

入
り
口
の
渡
り
廊
下
、職
員
室
前
、
給
食
室
へ
行

く
廊
下
の
三
カ所
つ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ

き
ま
し
て
は
、引
き
続
き使
用
す
る
予
定
でお
り

ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
と
な
り
ま
す
と
、
非
常
用

電
源
い
わ
ゆる
自
家
発電
機
が
必
要
に
な
り
、
 一

基
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ます
。
建
物
東
側

に
消
火
栓
が増
設
に
な
り
ま
す
。ま
た
、
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
の
設置
、
こ
れ
ま
で
は
保
育
所
一
階
の

み
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
か
らス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
 

の
設
置
ま
で
は
義
務
付
け
ら
れ
て
お
りま
せ
ん
の

で
考
え
て
お
りま
せ
ん
。
予
算
的
には
、
非
常
用

電
源
と
し
て
大
体
三
百
六
十万
円
、
屋
内
消
火
栓
 
 

と
し
て
三
百
万
円
と
な
り
、
も
ろ
も
ろ
ひ
っ
く
る

め
ま
レ
て
ニ
千
万
円
ほ
どに
な
り
ま
す
己

⑥
障
害
者
への
大
型バ
ス
貸
し出
し
に
つ
い
て
 

「
先
般
、身
体
障
害
者
総
会
へ
の
大
型
パ
ス貸

し
出
し
につ
い
て
、
障
害
者
側
と
福
祉
関係
の
間

で
行
き
違
い
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、大
型

バ
ス
は
ニ
十人
以
上
で
な
い
と
貸
し出
し
で
きな

い
と
い
う
こ
と
を
総務
課
長
か
ら聞
き
ま
し
た
。
 

身
体
障
皇暑
に
つ
い
て
だ
けと
い
2

」
と
は限
ら

ず
、
緊
急
に
要
し
た
場
合
、特
別
の
条
項
を
つく

れ
な
い
も
の
か
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
総務
課
長
が言
っ
た
と
お
り
、
改
正
す
れ
ば

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
りま
す
の
で
。私
は
そ

れ
よ
り
も
、
素
早
く
対
応
する
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
改
正
す
る
ま
で
も
な
＜
対
応
する
よ
う

に
心
が
け
ま
す
の
で
何
分
よ
ろ
し
く
お
願
い
レ
ま

す
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
助
役
（
社
会福
祉
協
議
会
会
長
）
 

「
来
年か
ら
は
、
き
ち
ん
と
車
を
準
備
し
て
か

ら
総
会
を
開
く
よ
う
に
と
、
厳
重
に
言
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、今
後
そ
の心
配
は
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
レ
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
の
剰
余
金
に
つ
い
て
 

「社
会
福
祉
協議
会
で
お
金
が
余
っ
て
い
る
の

に
、
そ
れ
を
使
えな
い
現
状
を
どの
よ
う
に
思
い

ま
す
か
。」
 

【
答
弁】
 

◆
鳴
海
町
長
 

「
幾
ら余
っ
た
お
金
で
も
違
法性
の
あ
る
も
の

は
支
出
し
て
は
い
けな
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざい

ま
す
の
で
、少
し
で
も
町
民
の
た
め
に
な
る
よ
う

に
社
協
と
助
役の
方
と
も
連
絡
を
密
に
しな
が
ら
、
 

一
一
度
と
世
間
を
騒
が
せ
な
い
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
お
も
い
ま
す
。」
 

⑥
中
央
老
人
福
祉
セ
ンタ
ー
に
つ
い
て
 

「玄
関
の
手
す
り
はス
テ
ン
レス
で
で
きて
い

ま
す
。
冬
期
間
、冷
た
く
な
れ
ば非
常
に
凍
結
し
、
 

夏
場
は
熱く
て
つ
か
めな
い
と
い
2
市
葉
が
ござ

い
ま
し
た
の
で
、何
か
好
転
が
で
きる
よ
う
な
手

す
り
に
換
え
ら
れ
な
い
も
のか
お
聞
き
した
い
。」
 

「
風呂
場
の
脱
衣
所
全
体
につ
い
て
は
い
か
が
で

し
ょ
「
つ
。
」
 

【
答
弁
】
 

◆
健
康
福
祉
課
長
 

「玄
関
真
ん
中
にも
手
す
り
があ
っ
た
方
が
い

い
と
い
う
こ
と
で
、両
側
に
ス
テ
ン
レス
の
手
す

り
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
と
同
じ
も
の
と
い
う
ふ
 

ーつ
に
私も
安
易
に
考え
て
設
置
レた
わ
け
で
す
。
 

何
か
あ
の
上
に
力
バ
ー
で
きる
も
の
を早
急
に
検

討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
脱
衣
所
の
力ー
ペ

ツ
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
度
も交
換
し
て
い
な

い
。
確
か
に
不
衛
生
な
点
が
多
々
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
上
に
つ
い
て
い
ま
す
扇
風

機
も
故
障
が
ち
と
い
う
こ
と
で
、毎
年
一
千
九
十

万
円
以
上
の金
を
も
っ
て
委
託
契
約
し
て
いた
だ

い
て
い
る
中
で
修
繕
が
可
能
か
どう
か
早
急
に
交

渉
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
 

回
物
産
館
駐
車
場
等の
活
用
につ
い
て
 

「
物
産
館奥
に
テ
ン
ト
を
建
て
て
、野
菜
と
か

そ
つ
い
う
も
の
を
農
家
の
方
々
、
一
般
の
方
々
に

場
所
を
提
供
す
れ
ば
どう
か
と
い2

」
と
があ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
どう
な
っ
た
か
お
知
らせ
く

だ
さ
い
。」
 

【
答
弁
】
 

◆
企
画
観
光
課
長
 

「
七月
に
募
集
を
か
けま
し
て
、八
月
一
日
か

ら
新
た
に
販
売
業
者
が
一
社
、
一
業者
が
入
っ
て

お
り
ま
す
。
使
用
料
も
ニ
千
円
で
あ
った
も
の
が

千
円
に
安く
し
て
、
出
店
業
者
が
利
用
し
や
す
い

体
制
を
整
え
て
お
りま
す
。
こ
れ
も
来
年
三
月
三

十
一
日
ま
での
期
間
に
な
っ
て
お
り
、新
年
度
に

な
れ
ば
新
た
に
募
集
を
か
ける
予
定
です
。」
 

＠
側
溝
排
水
等
につ
い
て
 

「
側
溝
排
水
の流
れ
が
非
常
に
悪
い
、各
地
区

に
お
い
て
非常
に
草
が伸
び
て
い
る
。
排
水
を
妨

害
レ
て
い
る
。
と
い
う
苦
情
が
た
く
さ
ん
あ
りま

す
の
で
、早
急
に
対
応
レ
て
いた
だ
け
る
か
ど
」
つ

か
。」
 

【答
弁
】
 

◆
建
設
課
長
 

「
昨年
、
 一
昨年
は
緊
急
雇
用
対
策
事
業
で
、
 

昨
年
は
六
百
万
円
の予
算
で
草
刈
の
回
数
を
多
く
、
 

側
溝
の
整
備
も隅
々
ま
で
で
きた
わ
け
で
す
が
、
 

県
の
意
向
で
、何
年
も
続
く
の
で
あ
れ
ばだ
め
で

す
よ
。
と
い
う
こ
と
で
、十
六
年
度は
見
送
った

わ
け
で
す
。
苦
情
の
でた
箇
所
に
つ
い
て
は
、
、
ン

ル
バ
ー
人
材セ
ン
タ
ー
で
で
きる
も
の
は
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
や
って
お
り
ま
す
。
今
後
そ
の
場
所
を
確
認

を
し
て
対
応
した
い
と
思
い
ま
す
。」
 

五
所
川
原
・
金
木
・市浦
 

合
併
協
定
書
に
調
印
 

十
月
十
九
日
、プ
ラ
ザ
マ
リ
ュウ
五
所
川
原
で

合
併
協
定
調
印
式
が行
わ
れ
ま
し
た
。
 

蝦
名
副
知
事
をは
じ
め
、市
町
村
関
係
者
な
ど

約
百
名
が
出
席
し
、成
田
守
五
所
川
原
市
長
、鳴

海
義
男
金
木
町
長
、
高
松
隆
一
一
一
市浦
村
長
に
よる

合
併
協
定
書
に署
名
が
行
わ
れ
、
鳴
海
町
長
は
 

「
や
っと
結
婚
式
がで
き
た
。
繁

量
で
す
。」
と

合
併
へ
の
思い
を
述べ
て
い
ま
し
た
。
 

平
成
十
七
年
三
月
ニ
十
八日
火
口
併へ
向
け
て
 

「
活力
あ
る
・
明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
」
 

づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

市
町
村
合
併
 

町
民
懇
談
会
開
催
 

十
一
月
十
日
、
中
央
公
民
館
で市
町
村
合
併
町

民
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

鳴
海
町
長
は
「
今
日
の
ご
1量
を
拝
聴
し
、今

後
の
合
併
協
議
に反
映
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ら
れ
、
合
併
対
策
協
議
会
事務
局
か
ら
「
新

市
建
設
計
画
概
要
版
」
等
につい
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
 

そ
の
後
、参
加
し
た
町
民
か
ら
「合
併
後
の
農

業
情
勢
」
や
「
合
併
後
の
各種
使
用
料
・
手
数
料

取
扱
の
調
整内
容
方
針
」
「A昇
後
の
行
政
サー

 

ビ
ス
低
下
の
懸
念」
な
ど
多
＜
の
内
容
に
つ
い
て

意
見
交
樋
分な
さ
れ
ま
した
。
 

一
 

一
 

一
 

」
 

一
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11月 2 日から4日までの 3 日間、 中央公民館と農業者トレーニングセンターで 『産 I 
業文化まつり』 が開催されました。 あいにくのw模様の天候でしたが、訪れた皆さ

んは、文化と芸i府に触れ、 秋の収穫・味を満喫していました。 

文化まつり 

あしの園生と大東ケ丘サントピアホーム・サンライフ金木入所者の作品

やさき織り・絵手紙教室、金木短歌会、金木俳句会、書道など数多くの素

晴らしい作品が会場いっぱいに展示され、大ホールでは、町内保育所・金

木幼稚園児たちの学芸発表、公民館教室・サークルの人たちや町内芸能団

体による歌や踊りなどを披露し、会場から大きな拍手が送られていました。 

また、平成16年度「太宰文学読書感想文」応募作品の中から、小中高校

生の代表 7 人が朗読発表と表彰式なども行われていました。 

一産業まつり 

稲わらなどを使った手作り『かかし』が飾られた通路を抜け、美味しい

香りが漂う農業者トレーニングセンターでは、農産物加工品などの消費拡

大を目指す実演・試食・即売や地元業者の出店などで賑わいを見せていた。 

また、幼児・小・中学生の絵画や書道、図工作品などが展示され、大いに

賑わいを見せていました。 

会場でお買い物した方に配布されたお楽しみ抽選券で、米一俵を当て、 

当選合図の鐘の音がlf寺らかに鳴り響いていた。 

「かかし」が出迎え 
	

錦石展示 
	

玄米100粒で賞品ゲット 

広穂穿腐ぎ r畔γ7月骨外  


